
 
 
 
 

  

 

 主    題  （２０１１～２０１２ ） 
・ 国際協会会長 Ｆinn Ａ.． Ｐedersen （ノルウェイ） 

『Ａudere est Ｆacere －Ｔo dare is to do』 

「とにかくやろう－成せば成る」 
 

・ ｱｼﾞｱ地域会長 Ｗichiane Ｂoonmapajorn （タイ） 
『Ａudere est Ｆacere －Ｔo dare is to do』 
「とにかくやろう－成せば成る」 

スローガン  『Ｍission with Ｆaith』 
「信念をもって使命を果たそう」 

・ 西日本区理事 浅岡 徹夫 (近江八幡クラブ) 

『ワイズの原点、愛と奉仕で社会に貢献』 
｢Ｃontribute to Ｃommunity through Ａctive Ｓervices with Ｌove」 

副   題   『理想を目指して変革と行動！』 

「Change Ourselves and Take Actions Our Lofty Goal」 

・ 六甲部部長   森 紘一
ひろかず

 （神戸学園都市クラブ） 『伝統を守り、若返りを図ろう！』 

副    題   「もっと楽しく、もっと活発に！」 

・ 西宮クラブ会長  濵﨑 進一 『皆で知恵を出し合い、行動して行こう！』  
「Let’s create wisdom each other，and let’s take act up to all member’s Ｙ'sdom！」  

・２０１１年１１月 西日本区強調ポイント “Ｐublic Ｒelations Ｗellness”       
「ワイズデーはワイズ広報デー、ワイズデーでの催しや事業を積極的に外部に広報しましょう。出来ればワイズ
以外の方も参加出来るイベントを企画しましょう。」        辻野 啓一広報事業主任（奈良クラブ) 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２０１１年年年１１１１１１月月月         

７７７６６６３３３号号号      
≪≪≪６５期期期------０００５５５号号号≫≫≫   

ｓｓｉｉｎｎｃｃｅｅ    １１９９４４８８．．５５．．１１７７  

・スポンサークラブ 

 大阪クラブ 

・ＤＢＣ 締結 

近江八幡クラブ 

広  島クラブ 

第１４回チャリティラン
１１月３日 

〒〒〒６６６６６６２２２－－－０００９９９７７７７７７西西西宮宮宮市市市神神神楽楽楽町町町５５５－－－２２２３３３西西西宮宮宮ＹＹＹＭＭＭＣＣＣＡＡＡ内内内   第第第一一一例例例会会会：：：第第第３３３金金金曜曜曜日日日１１１９９９時時時～～～  
   TTTEEELLL：：：０００７７７９９９８８８－－－３３３５５５－－－５５５９９９８８８７７７   ＦＦＦＡＡＡＸＸＸ：：：０００７７７９９９８８８－－－２２２３３３－－－６６６１１１７７７０００   交交交通通通：：：ＪＪＪＲＲＲさささくくくららら夙夙夙川川川下下下車車車南南南   
   西西西宮宮宮クククラララブブブホホホーーームムムペペペーーージジジＵＵＵＲＲＲＬＬＬ：：：http://www.kobeymca.or.jp/ys/nishinomiya/index.html （ブリテン）    
   西西西日日日本本本区区区ホホホーーームムムペペペーーージジジＵＵＵＲＲＲＬＬＬ：：：http://www.ys-west.or.jp （理事通信、事業主任通信、各主資料他） 

クラブ主役員 

会  長 濵﨑 進一

次期 会長  長井 慎吾

直前 会長 馬場 一郎 

副 会 長 山本 常雄

書  記 浅野 純一

書  記 阪根  新

会  計 岩田 健司

会  計 足立 康幸

監   事  清水  彬久

担当主事  三島 浩司

部交流主査馬場 一郎

区交流主任廣瀬 一雄

２２２０００１１１１１１年年年１１１１１１月月月第第第一一一例例例会会会のののごごご案案案内内内  

日日日時時時：：：２２２０００１１１１１１年年年１１１１１１月月月１１１８８８日日日(((金金金)))   １１１９９９   時時時～～～２２２１１１時時時   

場所：西宮YMCA 保育園３階ホール 
    ドライバー：足立康幸ウィメン､丸山悦治メン 
１．開会点鐘            濵﨑会長 
２．ワイズソング          一同  
３．聖句朗読 
４．ゲスト・ビジター紹介     濵﨑会長 
５.食前感謝・会食        一同 
６．ゲストスピーチ・スピーカー池本 廣希先生 

テーマ「食の安全・安心について」環境食品セミナー
７．お誕生日のお祝い（１０月、１１月合同） 
８．Ｙ’ｓニュース         濵﨑会長  
９．ＹＭＣＡニュース・お知らせ三島主事 

  １０．閉会点鐘           濵﨑会長 
  ※会費・ＢＦ・後片付け （プロフィールは目次欄）

今 月 の 聖 句  
『あなたたちは、夕方には「夕焼けだから、晴れ 
だ」といい、朝には「朝焼けで雲が低いから、今日
は嵐だ」という。このように空模様を見分けること
を知っているのに、時代のしるしは見ることが出来
ないのか。』マタイによる福音書第１６章２－３節

  清水彬
よ し

久
ひさ

メン 選 

１１００月月  例例会会出出席席状状況況  在在籍籍会会員員数数  ２２２２名名  

第第１１例例会会((1100．．1166 日日))      第第２２例例会会（（1100..77 金金））  

メメ  ンン            １１６６名名    メメ  ンン            １１１１名名  

ﾒﾒﾈﾈｯｯﾄﾄ・・ｺｺﾒﾒｯｯﾄﾄ  １１３３名名      メメネネッットト            ００名名  

ｹｹﾞ゙ｽｽﾄﾄ･･ﾋﾋﾞ゙ｼｼﾞ゙ﾀﾀｰー  ００名名        ｹｹﾞ゙ｽｽﾄﾄ･･ﾋﾋﾞ゙ｼｼﾞ゙ﾀﾀｰー    ００名名  

合合計計２２９９名名    mmaakkee--uupp  ５５名名      合合計計  １１１１名名    

    出出出席席席率率率   999555...555％％％   (((累累累計計計出出出席席席率率率   999333．．．222％％％)))   

ファンド・BF の累計       １０ 月      累 計 
ニコニコ ファンド               0ｐ        8,000p  
Brotherhood Fund〔ＢＦ〕       0ｐ      10,500p 
使用済切手                0 g          0g 
東日本大震災支援ファンド      0p       14,000p 

HHHAAAPPPPPPYYY      BBBIIIRRRTTTHHHDDDAAAYYY      TTTOOO      YYYOOOUUU   ！！！      
１１１０００月月月   ９９９日日日   廣廣廣瀬瀬瀬   敦敦敦子子子メメメネネネッッットトト、、、１１１０００月月月１１１２２２日日日   万万万本本本   恵恵恵メメメネネネッッットトト、、、   
１１１１１１月月月１１１０００日日日   浅浅浅野野野   純純純一一一メメメンンン、、、１１１１１１月月月１１１３３３日日日   阪阪阪根根根新メン、１１月 
１８日 山本 容子メネット、１１月３０日 山口 吉郎メン 
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                  今月のダイジェスト

第第第 111444 回回回チチチャャャリリリテテティィィーーーララランンン、、、なななでででしししこここににに続続続けけけ！！！優勝目指していくぞー、GO,GO,GO�

 

 

             濵﨑進一 会長 

会員増強計画 第２弾 

今月はクラブメンバー数の推移と在籍年数から考察

してみます。 

西宮クラブの現在メンバー数は２２名（特別メネット１

名は除く）です。西宮クラブは６３年の歴史があります。

メンバー数の推移は４５周年（１９９３年）３７名、５０周年

（１９９８年）２７名、５５周年（２００３年）は２２名と減少の傾

向でした。先月にも記載していますが４５周年以降にて

現在も在籍しているメンバーは９名です。１８年の間に３

名のメンバーが逝去され、２５名のメンバーが退会され

ています。ＥＭＣ委員長山口メンの調査では、最近５年 

間で９名のメンバーが入会されましたが、４名のメンバ 

 

 

ーが逝去され、４名のメンバーが退会されました。 

メンバー在籍年数の構成は、２０年以上は９名、２０年 

未満１５年以上は０名、１５年未満１０年以上は１名、１０ 

年未満５年以上は２名、５年未満は１０名の状況です。 

クラブメンバー数の推移を考えますと、過去数多くのメ 

ンバーが入会されていますが、逆にまた入会メンバー

以上に退会者が生じているのも現状です。退会された

高年齢のメンバーでは、仕事をリタイアされるのと合わ

せて退会され、また若いメンバーでは仕事の関係で例

会に出席が困難になる方など理由は多方面に渡ると思

われますが、メンバーの増強を推進すると共にメンバー

の退会問題を検討、対策を講じていかないとメンバー数

の増員は結果として現われない状況がここ１０数年の傾

向です。 

 西日本区ではＥＭＣ事業委員会で「平均年齢調査」を

実施されています。また、六甲部では「ＥＰＪプロジェクト

チーム」の検討会議の中でも六甲部８クラブのメンバー

の高齢化、増員計画などの問題点が出てきています。 

 A．１１月号ブリテン〔定期報告版〕      Ｐ 
１．会長メッセージ 濵﨑進一会長・・・・・・・・・・・・・・・１ 

２．第一例会報告 ドライバー浅野メン、小野メン・・・・２ 

  西宮ＹＭＣＡ・西宮ＹＭＣＡ保育園合同カーニバル 

ドライバー：石井恭子ウィメン（実行委員長）、馬場貴英メン 

３．交流事業主任だより５ 廣瀬交流事業主任・・・・・・２ 

４．各種報告 

①・EMC 通信３ 山口政紀 EMC 委員長・・・・・・・・３ 

・ファンド事業報告２ 

  濵ファンド委員長 

②Ｙ’s ニュース 濵﨑進一会長・・・・・・・・・・・・・・・４ 

③ＹＭＣＡ報告 三島浩司主事・・・・・・・・・・・・・・・・４ 

④会計からのお願い 会計 岩田メン・足立メン・・・５ 

５．今後の予定・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５ 

６．編集後記・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６ 

７．西日本区理事通信（１０月号） 浅岡徹夫理事・・・・７ 

８．東日本区からのお知らせ 田中博之東日本区書記 

 Ｂ．１１月号ブリテン別冊〔会員寄稿コーナー〕   Ｐ

1．神戸ＹＭＣＡ１２５年を振り返って（その１７） 

長井慎吾１２５周年記念事業実行委員長 ・・・・・・・・８

２．西宮 YMCA 保育園だより 三島浩司園長・・・・・・・９

３．西宮・宝塚リーダー会だより 前岸もえこリーダー・９

４．触主面登場－３ 堤一幸メン・・・・・・・・・・・・・・・・・１０

５．「音を重ねる日々は心を重ねる日々に」４７・・・・・１０

楽団“あぶあぶあ“＆ミュージカルチーム“ＬＯＶＥ”

代表 ひがしのようこさん（濵浩一メン） 

６．水の流れのままに４７（俳句） 小野勅紘メン・・・・１１

７．好朋友（はおぽんゆう）続編 小野勅紘メン・・・・・・・１１

８．第１４回チャリティラン走行記 小野勅紘メン・・・・１１

ゲストスピーカーのプロフィール 

池本 廣希（いけもと ひろき）先生 

兵庫大学経済情報学部教授、学部長 １９４７年生れ 

専門：環境経済学、農業経済学、食料経済学  

ひょうご食品認証制度推進委員会委員長、 

いなみ野ため池ミュージアム運営委員会副委員長等 
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  西宮クラブのメンバー年齢構成を見ても、３０才代１

名、４０才代３名、５０才代２名、６０才代１６名となってい

ます。注目すべき点は、クラブの中でも最も中心的活動

が期待されるはずの年代の在籍年数が５年以上１５年

未満のメンバーが３名と少数である点と、数多くのメンバ

ーが入会されているにも拘わらず短期間で退会されて

いるケースが多い点ではないでしょうか。 

また６０才以上の方では、仕事はリタイアしているが、

まだ仕事を継続していても時間的には自由が効いて余

裕のある方も一考に値するのではないでしょうか。 

一方、若年層（３０才～５０才）の入会促進を図ることも

大切です。いずれにしても過去の退会理由を把握、分

析し、現在のクラブ例会運営等に問題点はないのか、

検討する時期になっているように思われます。いずれの

分野でも叫ばれていますが、特に若年層の確保は最も

力点をおくべき課題でしょう。 

とは言うものの、過去において出席率が著しく悪い私

が提案するのは甚だおこがましいことですが、ここは過

去の失礼はお許し頂いて、良いクラブ運営をしていくた

めのアイデアを戴きたくお願いいたします。 

 

 

ドライバー 石井恭子ウィメン 
馬場 貴英メン 

西宮 YMCA・西宮 YMCA 保育園 

合同カーニバル 

 
日時：２０１１年１０月１６日（日）１０時～１５時 

会場：西宮 YMCA ならびに保育園全館 

出席者：浅野、足立、石井、岩田、小野、長井、馬場

（一）、馬場（貴）、濵、濵﨑、藤原、万本、三島、山口

（政）、山口（吉）、山本の各メン・ウィメン１６名。足立、岡

田、馬場（季）、濵、濵﨑（保）、廣瀬（敦）、万本（恵）、山

口（洋）、山口（マリ子）、山本（容）、宮地各メネット１１名。

コメット２名出席者合計２９名。欠席者６名（内岡田、阪根、

堤、廣瀬、丸山各メンは第二例会やじゃがいもファンド

にＭＵ）。じゃがいも配達もメークアップ対象としました。 

１０月１６日（日）、石井実行委員長のもと、第２９回西

宮ＹＭＣＡ・西宮ＹＭＣＡ保育園合同カーニバルを、天

候にも恵まれ、大きな事故もなく盛大に、開催することが

できました。西宮ワイズも、のみの市、カレー販売を通じ

て働きを捧げることができました。 

今年は、大変な災害の最中であり、例年の販売に加

えて宮古の物産販売をのみの市に併設するかたちで出

していただきました。これからもささやかながら支援に繋

がる働きを、ワイズとして継続して取り組んで行ければよ

いと思います。 

今年は、カーニバル全体では例年より来場者がやや

減少し、売り上げも減少傾向でしたが、工夫と知恵で支

出を抑えることで、カーニバル全体としては、ほぼ例年

通りの２９万円余りの収益金を生み出すことが出来まし

た。多くの方々のお支えにより、カーニバルを実施でき

たことにあらためて感謝いたします。ありがとうございま

した。（馬場貴英） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
２０１１－１２ 交流事業主任 廣瀬 一雄メン 

部会訪問も前回の９月２３日（金）

に大阪南ＹＭＣ

Ａでの阪和部会

に続いて１１月

号では丁度折り

返し部会の西中

国部会からレポートさせていた
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だきます。１０月１日（土）は広島ＹＭＣＡでの部

会。記念講演は宝塚クラブの長尾ウイメン。懇親会

でのアトラクションは谷本部長の趣味か?右上写真

のフラメンコ。浅岡理事も釘づけ。勿論私も・・。

来年の区大会のア

ピールも長浜のメ

ンメンを中心に力

のこもること、こ

もること。上掲の

風景写真のとおり。 
翌１０月２日（日）は鹿児島の霧島温泉での九州部

会。中堀部長が霧島市の観光協会副会長ということ

で、そこで私も熊本駅前に前泊。

午前８時３１分発の特急くまが

わ１号で人吉へ。肥薩線の旅は

一興です。左の写真は｢いさぶろ

う｣吉松までの乗車です。霧島温

泉駅からは路線バスで第一部の

式典には十分間に合ったのです

が昼食を食べ損ね。近江八幡の

大田会長のお弁当を少しオヨバ

レ。大温泉と大宴会に感激し、下の写真は庭園で安

田事務局さんに風呂上がりのショットをお願い。司

会の中松メン、

予約でお世話

になった田辺

書記に感謝。宿

泊は４人部屋

でルームメートにも恵まれ?次期理事の成瀬メン、事

務局長の谷川メン。そして神戸西の加茂メン。フェ

ローシップのひと時が持てました。１０月８日（土）

は六甲部会。神戸Ｙでの式典のあとは新神戸クラウ

ンプラザでの懇親会。森部長の人柄からか多くのビ

ジターの参加もあり大盛況。部会の詳細報告はブリ

テンでご覧いただ

き、ここはそのワン

ショット。馬場交流

主査、平野直前交流

主任、石田次期主任、

そして私と勢揃い

したひとコマです。 

１０月１０日（月・祝）はフレッシュウイメンの石

井さんがＪＣの時からのつながりで阪神西宮駅前の

公園での障害

者グループ関

係の皆さんの

出店に参加。

宮古の商品を

販売。浅野メン、馬場メン、山本メンが写真に登場

です。 
１０月１５日（土）は岡山教会での瀬戸山陰部会。

新幹線岡山駅ホームで

近江八幡の皆さんに見

つかり?駅前で集合写真。

蔵知部長のようにおご

そかな雰囲気のパイプ

オルガンでのワイズソ

ング。帰路は福山クラブの小松会長と御一緒に徒歩

にて駅まで。 
１０月１６日（日）はびわこ部会。会場は草津駅前

のエストピアホテル。ローカルでこの会費、との思

いも十分なもてなしで納得。テーブルを同じくした

一井部長さんの心配りはいかばかりか。部長の皆さ

んお疲れ様でした。主任の皆さんとは飲みながら、

話しながら忘年会の相談を。懇親が一番です。終了

後にＤＢＣの交流を近江八幡の安田邸で。部会は不

在の坂井書記もご一緒。広島クラブの益国会長、藤

川Ｙサ主任、メネットさんには名神高速で西宮まで

拘束されて？ありがとう。 
 

 

 

      山口 政紀 EMC 委員長 

第一四半期（７月～９月）はメイキャップで平均９２．

４％、１０月も９５．５％となりました。素晴らしい結果で良
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かったですね！今後も行事を活用してＭＵ（メイキャッ

プ）をお願いいたします。２０１１－１２年度の西宮クラブ

の四半期は平均９２．４％。これも濵﨑会長、前ＥＭＣ委

員長の小野メンの提唱される「メイキャップ」を大いに活

用しての例会を大事にしようという呼びかけの成果であ

ると思います。皆さん良かったですね♪ 在籍会員２２

名、総数６６名、出席総数（ＭＵ含む）６１名で９２．４％と

なりました。 

 

 

                    濵ファンド事業委員長 

 

恒例のじゃがいも＆かぼちゃ大作戦のご報告  

１０月２１日（金）午後６時に十勝よりじゃがいも８

５０個とかぼちゃ２００個が我が家のガレージに到着

しました。早速、箱（じゃがいも）の湿気を気にしな

がらの荷卸し、そして持ち帰る分や２２日（土）、２３

日（日）の配達準備と慌しかったのですが、今回は

家内の親戚にて不幸があり、家内不在で皆様には

ご不便をお掛けしました。 

到着時にはじゃがいもが約２００個売れ残ってお

り、多少販売に苦労しましたが、１０月中に完売す

ることが出来ました。また、２２日夕方の配達途中で

豪雨にあい、配達の中断を余儀なくされましたこと

は珍しいことでしたが、２３日までにほぼ配達は完

了しました。皆様のご協力に感謝いたします。 

 今後は出来るだけ早く代金の回収に努めていただき 

クラブの銀行口座に入金もしくは、直接現金でお持ち下

さい。なおご入金頂いた場合はご一報下さい。 

 

 
濵﨑進一 会長 

１． 第１０回六甲部会 １０月８日(土) 〔終了〕  

神戸ＹＭＣＡ＋ＡＮＡクラウンホテル 総参加者 

約１４０名、西宮クラブ メン９名、メネット３名 

２． 障害者授産施設製品販売（ふれあいネット） 

１０月１０日（月） 宮古支援製品販売〔終了〕 

総参加者 約５００名 西宮クラブ メン１１名、メネッ

ト２名、コメット１名 

３． 西宮ＹＭＣＡ・保育園合同カーニバル １０月１６日 

〔終了〕西宮クラブメン１６名、メネット１１名、コメット２名 

４． じゃがいもファンド １０月２１～２３日〔終了〕 

西宮クラブ メン２０名、メネット ６名 

５．チャリティラン 〔終了〕 

  日時：１１月３日（木祝）９：００～ 

  場所：しあわせの村、今年も西宮クラブはなでしこに 

続けと、なで肩で本気で優勝を狙います。OUEN よ

ろしく！  カレーのお店もよろしく！ グループラ

ン ４名×２チーム＝８名参加 結果１０位、５９位 

６．あぶあぶあ＆ＬＯＶＥ３０周年記念講演 〔終了〕 

  １１月６日（日）13 時３０～、うはらホール（ＪＲ住吉駅） 

７．ポーポキと一緒に平和を創りだす集会～映像で考

える平和～（平和ってどんな形？映像で「平和」を表

現することは可能？）一緒に「平和」を考えよう！ 

  日時：２０１１年１１月２６日（土）午前１０時～午後２時 

  会場：神戸ＹＭＣＡ三宮会館 

  会費：無料（募金にご協力下さい） 

申込み先：国際・奉仕センター（担当：永井） 

８．第２７回午餐会 

  日時：２０１１年１１月２６日（土）正午～午後２時 

  （YMCA ニュースに詳報）   

９．第２４回チャリティワインを楽しむ会 

  日時：２０１１年１２月９日（金）１８：３０～２０：３０ 

  （ＹＭCA ニュースに詳報） 

１０．神戸ＹＭＣＡ１２５周年記念音楽イベント 

  日時：２０１２年１月７日（土）開演１４時～15 時３０分 

  会場：うはらホール（ＪＲ住吉駅下車） 

  申込み先：神戸ＹＭＣＡ１２５周年実行委員会 

 

 

 

西宮ＹＭＣＡ 三島浩司メン 

１０月は西宮を始め、三宮、学園都市、三田など神戸

ＹＭＣＡの各センターでバザーやカーニバルが行われ

ました。それぞれの場で多くのボランティアの方々や会

員、来場者を迎えて楽しいひと時を過ごしていただけた

のではないかと思います。 

西宮のカーニバルでも、保育園を巣立っていった子

ども達、保護者の方々やリーダーＯＢＯＧの方々など、

多くの方々が久しぶりに元気な顔を見せてくださったり、

近隣の住民の方々も遊びに来てくださったりと、本当に

楽しい一日となりました。ＹＭＣＡのバザーやカーニバ
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ルでは、このような楽しさを味わっていただくことと共に、

収益の多くを捧げることと併せて「国際理解・協力」という

ことに目を向けていただくことも大切にしています。 

３０年程前、長田にあった旧西神戸ＹＭＣＡのロビー

の壁に「わが子への愛を世界のどの子にも」という言葉

が掲げられていました。今、「子どもの命が光り輝くよう

に」という私達の願いであるこの言葉を考えると「虐待」

「震災」「津波」「水害」「原発事故」などにより厳しい状況

にあるこの国の子ども達の姿がまず浮かんできます。け

れども、世界の各地にも「貧困」「飢餓」「災害」などで厳

しい状況にある子ども達が沢山いるのです。この秋のバ

ザーやカーニバルといった機会を通して「わが子への

愛を日本のそして世界のどの子にも」と人々に伝えてい

くことをこれからも大切にしていかなければと改めて考

えさせられた一日となりました。 

ご奉仕いただいた皆様、ありがとうございました。 

今後の予定 

１）世界ＹＭＣＡ/ＹＷＣＡ合同祈祷週 

（１１月１３日～１９日） 

テーマ：「影響を与える声」 

～若者は権利と正義を呼び求める～ 

ＹＭＣＡ・ＹＷＣＡ合同礼拝 

日 時：１１月１５日(火) 9:00～10:00 

場 所：神戸ＹＷＣＡ会館 

奨 励：中野敬一先生（神戸女学院大学） 

２）第２７回午餐会 

日 程：１１月２６日(土) 12:00～14:00 

場 所：神戸ＹＭＣＡ４階 サイコー亭 

講 師：奈良 昭彦さん（大阪女学院講師） 

テーマ：「国民総幸福」を追求する国ブータン 

会 費：１，５００円 

申 込：神戸ＹＭＣＡ本部事務局まで 

       （TEL：078-241-7201） 

３）第２４回チャリティーワインを味わおうの会 

  日 程：１２月９日(金) 18:30～20:30 

  場 所：神戸ＹＭＣＡ４階 サイコー亭 

テーマ：「ひと足早いクリスマス料理とワインの話」 

  会 費：6,000 円 

  申 込：神戸ＹＭＣＡ本部事務局まで 

（TEL：078-241-7201） 

 

 
                   会計 岩田 健司 

足立 康幸 

西宮クラブ今期の前期（７月～１２月）分の会費を集め

ております。皆様速やかに会計の方までお寄せ下さい。

例会時に現金でお持ちくださっても結構ですし、下記の

口座に振り込んでいただいても結構です。なお、振込

み手数料はご負担下さい。よろしくお願いいたします。 

（口座にご注意下さい。） 

【会費等振込み口座】＜通常会計＞ 

振込み先口座：三井住友銀行夙川支店 

普通預金、口座番号：３２３０２２０ 

口座名：西宮ワイズメンズクラブ 山口政紀 

【じゃがいもファンド等の口座】＜特別会計＞ 

振込み先口座：三井住友銀行夙川支店 

普通預金、口座番号：３２８９９７７ 

口座名：西宮ワイズメンズクラブ 山口政紀 

 

【今後の予定】 

★ドライバーの予定 

１２月（山本、小野）、１月（濵﨑、三島）、 

 ２月（廣瀬、藤原）、３月（山口政、万本）、  

４月（阪根、濵）、  ５月（岩田、馬場（一）） 

※ ６０周年記念誌編集作業：第２・第４金曜中心 

 

☆六甲部他クラブの第一例会予定（計１４８名） 

・神戸クラブ（第２火曜日、神戸ＹＭＣＡ）２１名 

・神戸西クラブ（第３火曜日、同上）１２名 

・神戸ポートクラブ（第２木曜日、グリーンＨ神戸）１９名 

・宝塚クラブ（第２水曜日、宝塚ホテル）２１名 

・さんだクラブ（第２水曜日、三田ＹＭＣＡ）１８名 

・神戸学園都市クラブ（第３木曜日、西神戸ＹＭＣＡ）１８名 

・芦屋クラブ（第３水曜日、ホテル竹園芦屋）１７名 

・西宮クラブ（第３金曜日、西宮 YMCA）２２名 

 

★１１月の予定 

１日（火）ＢＦデリゲート応募締切、３日（木）チャリティラン、

しあわせの村、４日（金）第二例会（兼役員会）、６日

（日）ワイズデー、６日（日）あぶあぶあコンサート、うはら

ホール、１３日～２０日世界ＹＭＣＡ・ＹＷＣＡ合同祈祷

週、１５日（火）１５人以下クラブ適用除外申請期限、１８
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日（金）第一例会１９時～、西宮ＹＭＣＡ保育園３Ｆホー

ル、ドライバー：足立康幸メン、丸山悦治メン、１９日～２

０日西日本区第２回役員会（Ｈクライトン新大阪）廣瀬交

流主任出席、２６日（土）第２７回午餐会、正午～、会費：

１，５００円、講師：奈良昭彦氏、 

 

★１２月の予定 

２日（金）第二例会（兼役員会）、９日（金）チャリテワイン

の集い、１８時３０分～、神戸ＹＭＣＡサイコー亭、１１日

（日）神戸 YMCA 国際協力街頭募金１４時から１６時（神

戸大丸北西角１）、１６日（金）１７時～21 時４５分神戸市

民クリスマス（キャロリング in Kobe）、日本キリスト教団神

戸教会発（事務局：078-241-7201）、国際協力街頭募金、

１６日（金）午後７時～、宝塚市民クリスマス宝塚ベガホ

ール（阪急清荒神駅）、１７日（土）第一例会（クリスマス

祝会）（ドライバー：山本、小野） 

 

★１月の予定 

６日（金）第二例会（兼役員会）、７日（土）神戸ＹＭＣＡ 

１２５周年記念音楽イベント、１４時開演、うはらホール、

８日（日）～９日（祝）次期役員研修会、Ｈクライトン新大

阪、１０日（火）後期半年報原稿締切、２０日（金）第一例

会（ドライバー：濵崎進一会長、三島浩司メン）、３１日

（火）ＢＦ切手送付締切、３１日（火）ＩＰＥ（次期国際会

長）・ＩＣＭ（国際議員）投票締切 

 

★２月の予定 

１日（水）国際半年報（ワイズメンズワールド）発行、３日

（金）第二例会（兼役員会）、１５日（水）後期区費納入締

切、１５日（水）各種献金締切（ＡＳＦ，ＢＦ，ＣＳ，ＴＯＦ，Ｆ

Ｆ，ＥＦ，ＪＷＦ他）、１７日（金）第一例会、ドライバー：廣

瀬一雄メン、藤原百合子ウィメン、半年区報発行 
 
東日本大震災被災地を支援しましょう 

 

編集後記  

★今月のブリテンは大幅に発行が遅れまして、皆様

にはご不便をお掛けし申し訳ありませんでした。編

集段階で、突如「写真」と「ワードアート」が全部飛ん

でしまうソフトのトラブルが発生し一瞬パニック。おま

けに記録していたＵＳＢメモリーを紛失するという二

重のトラブルにすっかり落ち込みましたが、あちこち

に紛失届けを出した割には「灯台元暗し」でバッグの

底からＵＳＢメモリーを発見し、安堵した次第で、つく

づくバックアップの大切さを痛感しました。 

トラブルの原因はパソコンの「Ｃドライブ」の容量が

極端に減っていたためで、さっそくＣドライブの容量

を復元して、漸く再度編集作業が可能となりました。 

歴代のブリテン担当者のご苦労を再確認した次第

です。次月からは通常のペースに戻って定期的に

発行出来るように努力いたしますので、皆様もどうか

ご協力をお願いします。 

☆さて、今年の秋も怒涛のイベントラッシュ一段落。 

・西日本区の役員さんには１１月の大切な第２回役 

員会が控えています。私の過去の拙い経験では、第

１回（７月）はプロローグで、挨拶や方針展開。第３回

（４月）、第４回（６月）の役員会の体勢は年度の総括 

を含め、次期西日本区大会に軸足をおいてますか 

ら、皆さんの力量の発揮場所は、専らこの第２回役 

員会（１１月）が主戦場です。従って部会ラッシュも終

えてようやく本腰を入れて今期の活動を展開する上 

で、最も充実した期間となります。 

役員会では、ワイズの重要な活動や今後の課題

や改革案が検討され充実したワイズにして頂きたい

と思います。一重に底辺を支える各クラブからの要

望やアイデアが反映されることが必定でしょう。役員

会に臨まれる我がクラブ輩出の廣瀬交流事業主任さ

んには主張をぶつけて頂きたいし、クラブとしても惜

しまず支援していきたいと思います。 

・前月にブリテンをコンパクトにすると公約しておきな

がら今月もまた１２ページのボリュームになってしま

いました。そこは皆様の熱気溢れる活動の反映と甘

受いたします。９０％を越える出席率がそれを物語り

ます。今後とも活発なアサーション（主張）を期待して

おります。                  （ｃｈｏｃｏｂａｙ）
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   理事通信（１１月号） 

          
１１－１２年度西日本区理事 浅岡徹夫 

西日本区全ての部会が終了 

今後の課題達成に期待 
８月２８日の中部部会から始まり、10 月16 日の

びわこ部部会まで西日本区九つの部会が全て無事 

に終了しました。各々の部会はそれぞれの部の特

色を出され、楽しく参加させていただきました。 

私が最も印象に残った部会は瀬戸山陰部で、

2000 円の登録費にもかかわらずパイプオルガンを

駆使した荘厳な部会式典、地域奉仕に関わる講演、

手作りカレーの懇親会ではYMCA の素晴らしいコ

ーラスも聞かせてくれました。ありがとうございました。

もちろん他にもいろいろ素晴らしい部会が行われ、

部会の成功度に甲乙はつけられません。部会の開

催と同時に行われたメネットアワーにも全て出席さ

せていただきました。こちらはメネット事業主任から

別途報告されますのでご参照ください。 

これで今年の部会は終了しましたが、今年度の事

業、クラブ活動はむしろこれからです。改めて各々の

課題に取り組んでいただきたいと期待しています。 

西日本区としての今年の課題の一つは、地域奉仕

活動や環境問題を積極的に取り組み社会に貢献す 

ることで、特に東日本大震災復興支援に全力を傾け

ることです。１０月１０日に東山荘で東西の日本区理

事が会談し、この東日本大震災復興に継続的かつ

協力して支援していくことを確認しました。協力して支

援する例として、西日本区で作成した復興支援の帽 

子を東日本区でも積極的に販売していただいており

既に300 個以上買っていただきました。西日本区で

は現在700 個以上買っていただきましたが、メネット。

コメットを含め、さらに多くの方に買っていただき、ワイ

ズの様々な活動を行う時にこの帽子を活用いただき

たいと思います。東日本の復興支援にはお金を送っ

て現地で使ってもらうのが現段階で最も有効です。こ 

れから街頭募金やチャリティラン、チャリティコンサー 

 

トなどいろんな方法で復興支援献金を集めて、西日

本区に送金いただければ、被災者への最も有効な

支援を実施して行きたいと思います。 

二つ目の課題はYMCA を支援し、青少年の育

成を図ると共にYMCA と協力し社会への貢献を果

たして行くことですが、これはメネット国内事業や、

東日本大震災復興支援の活動の中で、これまで以 

上の連携が図られています。ただ来年のノルウエー

国際大会にユースを派遣するための資金作りは 

まだ不十分ですので皆様のご協力をお願いいたし

ます。 

三つ目の課題は各クラブの活性化と会員の増強

です。最新のEMC レポートでは、７月１日年初に 

１６７８名であった会員が９月末に１７０３名まで増加

してきています。皆様のご努力に感謝を申し上げま 

すと共に、年末に向けて更に一層私たちの仲間を

増やすよう頑張っていただきたいと思います。 

新しく会員を獲得するにはまず自クラブが魅力ある

例会を持ち、交流や研鑽を深めることが重要で、 

ワイズの素晴らしい活動を積極的に外部に広報す

るのも大切。その意味でも記念例会や特別例会に 

多くのゲストを招いて理解していただく機会を持つ

事は有効な手段です。また新しいクラブ設立に向 

けてのご努力もお願いいたします。 

 

※西日本区を通じて、東日本区のお知らせです。 

東日本区からのお知らせ 

『家庭で出来る復興支援』 

１１－１２東日本区書記（震災支援対策本部総括） 

 田中 博之 

「ベルマーク運動」では今まで学校（PTA）単位で

しか参加出来ませんでしたが、この度「震災援助寄

贈マーク」として個人やグループで参加出来ること

になりました。各家庭等で集めた「ベールマーク」を

直接「ベルマーク教育助成財団」に送ることで、被

災地の学校の支援が出来るようになりました。クラブ

やメネット会で纏めて送ることも可能です。 

・送付先等の詳細は以下をクリックして下さい。 

http://www.bellmark.or.jp/news/701/821.html 
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（その 1７） 

  神戸ＹＭＣＡ１２５周年記念事業実行委員長 

           長井 慎吾メン 

１２５周年に際し活動の原点を

振り返るため、神戸ＹＭＣＡ１２５

年の先達の偉業をレビューして

います。 

今回は、現在私たちが通っ

ている加納町の会館建設の経

緯です。ＹＭＣＡは、絶えず将

来の方向を考え研究し続けていかなければ豊かな

活力が生まれない。安定している間に将来計画を

と、１９７１年に「神戸ＹＭＣＡ施設拡充総合計画委

員会」が発足し、新会館の建築計画の検討が始ま

りました。三宮駅から半径５００メートルの範囲内で

移転計画を探すとの条件で竹中工務店に依頼さ

れ、加納町２丁目の福富学園が売却相手を求めて

いるとの情報が得られました。同年６月の理事会に

て、計画委員会は建設委員会と改め、委員長に永

津良三、委員に平井城、樋口伴治、西原基一郎の

４理事が指名されました。建設の経費捻出の基礎

を中山手の建物の売却におき、その資金で「福富

学園・神戸ドレスメーカー学院」を買収し建設する

こととなりました。建設に先立ち、総主事の今井と

竹中工務店の出江設計課長とが、１９７１年１０月に

約２０日間全米各地の体育施設や礼拝堂を見て回

りました。今井は、帰国後の報告会で、中老年層の

フィットネスプログラムが医学的側面からもアプロー

チされていることにふれ、体育主事の医学的研究 

の必要性を説明しました。また、コンピューターを使

っての分析等、科学的器材を使っての診断が進ん

でいるとも伝えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

常に先見性をもった今井の発言に、理事会は理

解を示し、必要な提案は積極的に認めて行きまし

た。そうして、１９７２年１月２２日に関係者２００名を

集め、待望の起工式が行われました。建設資金の

一部を募金するため、募金委員会が設置され、委

員長に小野忠雄、副委員長に平井城、宮田満雄

が指名されました。同年６月の募金決起大会で、

今井は「お金を集めることは、ＹＭＣＡの側に立っ

て、ＹＭＣＡのことを伝える立場になる。それが一つ

の証となるように」と話しました。この言葉は、私が１

２５周年記念事業協賛募金のお願いを総会でする

際に引用させて頂いた言葉です。 

それから二年、目標の３千万円に対して、２千５

百万円が集められたと記録されています。起工式

から１０カ月の１９７２年１０月７日に祝福に参列した

関係者と共に献堂式が執り行われました。かくて、

１９４８年より順次入手していった中山手の会館も、

８億４千万円弱で売却され、新たに４億６千万円強

で福富学園を買収、新会館に生まれ変わった次第

です。このために労した委員は７３名、寄附金また

は現物を供与された個人は９３２名、法人は１９５社

にのぼり、１９７４年９月の理事会で、新本館建設に

関しての作業終結を感謝とともに決議しました。さ

て、この新会館の特徴は３つありました。１つは、体

育館の充実です。単にメジャースポーツのできるフ

ロアーだけでなく、健康管理のためのフィットネスル

ーム、水泳プールの他、ハンドボールコート、さらに

サウナバス、診察室を備え、現代病と考えられる 

身体的欠陥に対する予防的アプローチの展開が

可能となったこと。２つ目に、教育施設の拡充で、Ｌ

 

ブリテン別冊〔会員寄稿コーナー〕 
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Ｌ教室等の設置や語学訓練教材の開発にみられ

る、役にたつ外国語学習が可能となったこと。最後

に、大きなロビーとチャペルの活用によって、人と

の交わりや出会いをする機会をもつことができるこ

とでありました。そのチャペルとロビーは、ワイズの

部会やリーダーの研修、ＹＹフォーラムなど多くの

人と人の絆を深める役目を担い続けています。そこ

にあって当たり前のように使用している三宮会館で

すが、このような経緯で建てられたことを知り得たこ

とは１２５周年の振り返りとして大きな収穫であった

と感心しています。 

 

 
三島 浩司メン（保育園園長） 

        （西宮 YMCA 保育園だより１０月号より）

 
１０月の主題：やってみる  

開園９年目、初めて運動会が雨天順延となりまし
た。これまでも、天候不順で延期になりそうになっ
たことや、途中の降雨のため少し内容を短縮したこ
とはありましたが、全くの順延は本当に初めてのこ
とでした。子ども達や保護者の方々、近隣の方々に
も色々ご迷惑をおかけした面もあるかと思います。
また、直前の順延決定にもかかわらず、ご理解、ご
協力いただいたことに改めてお詫び申し上げます
と共に、心より感謝申し上げます。運動会当日、一
日延びたことが子ども達にどのような影響がある
のだろうかと心配していましたが、集まってくる子
ども達の顔を見るとそれは私達の「杞憂」でした。
運動会が始まってそれぞれの演技や競技を楽しん
でいる子ども達の笑顔は、普段の保育園で、また、
予行演習などでも見たことが無いほどに輝いてい
たように思います。また、アンケートでいただいた
ご意見の中には、「昨年はできなかったけれ
ど･･･。」「わが子の成長を感じた･･･。」など、一
時の子ども達の演技や競技の様子だけでなく、長い
時間の流れの中での子ども達の成長を見守ってく
ださっている保護者の方々の愛の大きさが感じら
れるものも沢山あり、心が温かくなりました。本当
にありがとうございました。厳しい暑さも峠を越え
て一年で最も過ごしやすいこの季節に、遊びでも生
活でも色々なことに失敗を恐れず、自分の意思で
「やってみよう！」と思える機会を増やして行こう
と思います。 

西暦１５８０年。日本では織田信長等が天下統一に
向けて戦を続けていた戦国時代。この頃に放たれた
「光」を今の私達は見ています。この光を放ったの
は北極星です。地球から北極星までの距離は４３１
光年、およそ４，０００兆 km となります。地球か
ら最も遠い星は地球からおよそ１３０億光年。私達
の感覚ではもう全く実感が持てない数字です。３月
１１日の震災も私達の想像をはるかに超えるもの
でした。多くの人の命や生活、平和を一瞬にして奪
い去った震災。大きな愛で私達を包んでくださって
いるはずの神様の計画であるとは信じたくないよ
うな出来事です。けれども、私達の感覚では全く実
感の持て  ない宇宙をも想像された神様の愛の
「大きさ」も、私達の理解を超えた所にまで広がっ
ているのではないかと思いますし、そう信じたいと
思います。 
今月の聖句は、神様の手による森羅万象の中に神様
の栄光を見、賛美することに始まり、神様のみ言葉
を聴き、罪からの解放=赦しを希う者となっていく
姿が描かれています。私達も、私達の理解をはるか
に超えた神様のみ言葉を聴きながら、一日一日の歩
みを続けて行きたいと思います。 
 

１０月聖句：天は神の栄光を物語り、 
           大空は御手の業を示す。 

（旧約聖書 詩篇１９：２） 

 
 

 

西宮･宝塚ＹＭＣＡリーダー会 前岸
まえぎし

 もえこさん

いつも西宮・宝塚ＹＭＣＡリーダー会をご支援い

ただきありがとうございます。 

肌寒く感じる日が増え、すっかり秋らしくなって

きました。これから野外活動のプログラムも海や川

などの水辺のプログラムから、野外料理や登山とい

った秋を感じられるプログラムへと変わっていき

ます。１１月の例会に向けて、ロビンフッド・ピー

ターパン・トムソーヤ・エルマーの各リーダーが秋

ならではのプログラムを準備中です。 

１０月１６日に西宮ＹＭＣＡ保育園・西宮ＹＭＣ

Ａでカーニバルが行われました。普段の例会やキャ

ンプとはまたひと味違って、たくさんの方と関わり

つながりを感じられるカーニバルは、私たちリーダ

ー会にとって特別な存在です。なので、今回のカー

ニバルも、どうすればもっとお客さんが楽しめるゲ

ームを考えられるのか、どうすればもっと美味しく

たこ焼きがつくれるのかなど、時間をかけて話し合

い、みんなで準備を進めていきました。そして当日

は、会場のみなさんを巻き込んでのステージでのゲ

ームを行い、ハローウィンにちなんだ様々なゲーム

をし、できたてホヤホヤのたこ焼きを用意しまし 

た。たくさんの人と協力し、こつこつと準備して迎
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えたカーニバルで、たくさんの笑顔をみることがで

きて、とても嬉しかったです。今後も、こられた方

がまた来年再来年も来たいと思えるようなカーニ

バルにしていけたらと思っています。 

今後ともリーダー会一同全力で活動していきま

す。どうぞよろしくお願いいたします。 

                

 ３ 

            堤 一幸メン 

『つながり』 
何を書こうか悩みながら、今日まで先延ばしになって

いました。 

ある日の夕刻仕事を終え、会議のため神戸ＹＭＣＡ

三宮本館に向かう途中で神戸クラブの先輩と「偶然」道

中のバスで出会いました。車中では、「あの人は・・・、あ

の時は・・・」などのお話しを聞くことができました。そして、

三宮本館に着き、某所で寛いでいると、またまた「偶然」

西宮クラブの先輩とバッタリ会い、お互いの近況を話し、

会合に向かい、終える頃に「また、ここで待ち合わせ」と

いうことになり別れ、2 時間後合流し、「じゃー、いつもの

場所に行こう」となり、二人で歩いていつもの場所でしば

し「主（酒）の交わり」をしました。 

 

さて、何を書こうかと PC を開いたのか、「こんがらがっ

て」きているので、整理すると、「人は偶然の出会い」と

「必然な出会い」を考えさせらています。昨今の「ＳＮＳ」

ブームにあやかって私は「mixi,twitter,facebook」をして

います。それぞれのＳＮＳで様々な出会いを楽しんでい

ます。実際にお会いして膝を突き合わしてお話しするこ 

ともありますが、パソコン（スマートフォン）に向き合って

議論することもしばしばです。最近の若者は「面と向っ 

て話しするのが下手…」とよく言われます。私も考えさせ

られています。しかし、私はこの西宮ワイズメンズクラブ

で「言いたいことは言える」ことを学びました。若かろうと、

入会して間もないメンバーであろうと・・・。 

 

これから先、5年、10年、30年・・・と続く人生を「ワイズ

ライフ」と共に「言いたい事は言える」仲間を大事にして、

歩んで行こうと思います。 

 

最後に『失ったものを数えるな、残されたものを最大

限に生かせ』という言葉をご紹介します。これはパラリン

ピックを創った ルードウィッヒ・グットマン博士の言葉で、

あの日以来私の歩む道筋を作ってくれました。 

 

【ブリテン担当よりのお願い】 

※次月以降の執筆予定は以下の通りです。お早目に原 

稿を送って下さい。（顔写真があれば添付下さい） 

（４）１２月号：馬場 貴英メン（１１月２０日まで） 

 （５）  １月号：阪根 新メン（１２月２０日まで） 

 （６）  ２月号：石井 恭子ウィメン（１月２０日まで） 

 （７）  ３月号：万本 敬一メン（２月２０日まで） 

 （８）  ４月号：山口 吉郎メン（３月２０日まで） 

 （９） ５月号：山口 政紀メン（４月２０日まで） 

 

 

楽団あぶあぶあ＆ミュージカルチーム

LOVE 代表 ひがしの ようこさん 

               濵 浩一メン 

楽団あぶあぶあ＆ミュージカルチーム

LOVE は１９８２年に結成されて今年で、

３０周年を迎えます。私たちの歩みを皆様で感じ取って

下さい。「音楽を通して、未知の人々と出会い、心かよわ

せ、喜びをわかちあいたい」 “あぶあぶあの奇跡”  

皆様でお越し下さい。お待ちしております。 

楽団あぶあぶあではこの度３０周年記念公演を予定し

て、２０１１年１１月６日（日）うはらホールで開催します。 

 

楽団あぶあぶあ＆ＬＯＶＥをご支援下さい。 

あぶあぶあ＆ＬＯＶＥ基金へのご支援のお願い 

あぶあぶあ＆ＬＯＶＥ」の活動資金をご支援 

下さい。活動拡大のためで、ご支援いただく 

金額は問いません。 

郵便振替：神戸 ００９４０－６－７１７５７ 

口座名：あぶあぶあ＆ＬＯＶＥ 
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   山野 直行（小野勅
とも

紘
くに

メン） 

（俳句） 

・水を釣る 密
みそ

かならむや あきあかね 

  （最近「あかとんぼ」を見かけますか？８月の末にもなるとあたり一 

面空が真っ赤になったものですが、とんと見かけません。これに 

は湖沼が大きな役割を持っていて、幼虫である「ヤゴ」の生育に 

は水が必要なのです。トンボすなわちヤゴがいないということは 

水を使う我々人間にとっても環境が破壊されていて危機なのです。 

さて「水を釣る」とは、とんぼのメスがお尻を水に「ちょんちょん」 

と着けては産卵をしている光景のこと。本当は出産は密かに行 

われるものでしょうが、当のとんぼは命かけ。それだけとんぼの 

産卵出来る湖沼が少なくなっ来たためでしょうか。小動物の絶滅 

は、中動物、大動物にも必ず影響があり、ひいては我々人間の 

絶滅を迎えるのです。豊かな自然を大切にしていつも呼び戻し 

たいものです。） 

 

 ・熊野
い や

の里 野分
の わ き

が後の 神さぶる 

  （８月、９月と奈良十津川村、五条、和歌山田辺、熊野地方に大雨 

が降り大きな被害が出ました。熊野古道は昔から神様の棲める里 

として知られてしますが、それにしても神様のなせる業は「なぜ、 

ここに」と不思議な力ばかり。「神さぶる」という言葉は耳慣れない 

言葉ですが、平安の頃の源氏物語には、本来は「神々しい」とか 

「年功を重ねてすばらしい」といった良い意味で使われていまし 

た。しかしここでは神様のなせる業には抗うことも出来ずに、じっ 

とこの野分が去るのを待って、堪えているという意味に使いました。 

これからの復興は気の遠くなるような時間が必要でしょうか。神さ 

ぶる熊野の神様、我々に試練をお与えになられましたが、どうか 

私達に復興する勇気と励ましをお与え下さい！という祈りの詩。） 

 

  

                小野 勅紘メン 

近江八幡クラブの小西逸子ウィメンと８月に台湾で開

催されたアジア地域大会で俳句交流をさせていただい

た様子を、２０１１年９月号のブリテンで紹介させていた

だきましたが、内容が少し違っていたことが判明しました

ので修正も兼ねて「続編」を認めました。 

文中小西逸子ウィメンのご主人（小西太吉氏・故人）

は近江兄弟社にお勤めだったと紹介しましたが、実際

は一粒社ヴォーリーズ建築事務所で、生前のヴォーリ

ーズ氏の側近としてずっとヴォーリーズ氏を支えてこら

れた懐刀的存在であったとのことでした。それはその後、

ご主人が生前に「建築家メレル・ヴォーリーズの想い出」

としての小冊子を執筆されており、その本編と続編を彼

女からお送りいただいて判明しました。これは隠れたヴ

ォーリーズのエピソードとして貴重な資料です。 

私はこれを在籍していた会社の歴史資料館（深江）に 

寄贈しようかと思っています。西宮クラブの皆様にはコ

ピーにして第一例会にてご披露させて頂きます。以上

修正を兼ねてご報告いたしました。 

  なお、小西ウィメンにおかれては１０月１５日の例会

から帰宅直後に倒れられて救急車で搬送され入院され

ました。すぐに回復されて今はご自宅で静養されておら

れれて、元気になられたとのことで安堵しました。回復し

てまたテニスに勤しむことが出来ることを楽しみにされ

ています。 

 

  

                        小野 勅紘メン 

晴天に恵まれた１１月３日（木）恒例のチャリティランが

しあわせの村で開催された。いつもなら中々私の自宅

の大阪から早朝に駆けつけることは苦痛であったが、今

年は心を入れ替えて最初から集合することにした。とい

うのも前日から山本メンのお宅に泊めていただき、車に

同乗して出発することにした。浅野メン、万本メンと同乗

して予定通り到着した。既に皆さん準備に余念がない。 

１．初参加・初出走・初・・・ 

ワイズに入って９年チャリティランには、毎年ボランテ

ィアとしてカレーショップをお手伝いしてきたが、本番に

は一回も走ったことがなかった。障がい者部門でも出来

たらと思っていたが、出走人数が足りない様子に、ここ

はクラブのピンチと、参加しなけらばと思い申し出た。    

走者はいつものデイジョガーズ（濵、馬場一、藤原、

小野）と、ナイトドリンカーズ（馬場貴、浅野、長井、山

本）の２チーム。左隣を見ると神戸学園都市クラブの阿

部メンが車椅子で待機している。これは負けてはおられ

ないと気を引き締める。 

最近テレビで紹介された「ソフト・ジョギング」というも

のが気になって、ここの場で試して見た。ハードジョギン

グでは反って体を壊してしまうので、ウオーキングより少
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しアップしたようなゆっくりした走行が長続きするし、健

康にもよいとのこと。何といっても乳酸を貯めないので

疲労しない。ということでゆっくり走っていたら、濵、馬場

（一）メンが遥か彼方のゴール前で待っている。それを

心配して藤原ウィメンが気遣って、前に後にサポートし

てくれる。優しい方だ。ようやく追いついて手を繋いで

一緒にゴール。軽い疲労感と共に爽快感も味わう。結果

は約８０チーム中、ナイト・ドリンカーズが１０位、デイ・ジ

ョガーズが５９位。結構宣言タイムに近かったのではと自

負していた。抽選の結果２チームとも選外。何とも味気

ない。これではお金を払って走るという『チャリティラン』

の精神から逸脱している。抽選なら走らずに最初から抽

選だけすればいいということになる。競り合うという興味

が全く阻害されているからだという声が多い。 

蛇足（まさに）ながら圧巻は山本メンの靴（西宮カーニ

バルで購入）。何と最初から靴底がパックリ。これが敗因

かも。誰だこんな靴売ったのは。苦痛～！（ここ笑う所） 

２．チャリティランのあり方を考えてみる 

ゴルフにダブル・ぺリア方式のハンディの決め方があ

るが、「実際の宣言タイム」の興味と「抽選」という公平さ

をミックスしてはどうか。即ち「黒字で宣言タイムを書い

た書いたナンバーカード」を持って走って、ゴール後そ

の下に「赤字でゴールした実際のタイムを記入」する。ゴ

ール後封筒に入った「ハンディ」のシールを受け取る。 

それをナンバーカードの裏に貼り付けて提出する。 

本部でそれを集計して結果を発表するというもの。そう

すれば、公平さと競り合う興味とが合わさって、白熱する

と思われる。当然タイムの記入には時計を持って走らな

い（結果を書くためにポケットにしまっておく）のは紳士

的に励行する。仮にここでズルをしても封筒に入ったハ

ンディのカードはブラックボックスなので＋するか－す

るかは時の運。（＋５０秒から±０を経て－５０秒まで１０

秒単位のハンディ） 来年から研究してみてはいかがで

しょうか。せっかくのチャリティなのだから、スポンサー

（走者）が楽しめなければ意味がない。 

３．カレーショップ大繁盛、３３５食完売 

さて、カレーショップですが、岩田メンがお店の中央 

 

 

 

 

に鎮座して、指にタコが出来るほどカレーをかき回し続 

けて頂いたので、おいしいカレーが提供できたものと思

われる。配膳や販売の皆さんも頑張ってくださり３３５食

（83,750 円）を売り上げて大変好調でした。皆さんお疲

れ様でした。全体では当日約２３０万円。支援金などを

合わせて合計で約３５０万円と好調でした。ありがとうご

ざいました。 
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